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■古くから港を中心に発展してきた神戸
神戸は、古くから、神戸港を基点とした交通の要衝として発展。鉄鋼・造船・ゴムなど、いわゆ
る重厚長大を中心とした製造業、それらを支える海運・港湾関連産業が基幹産業として栄えた。
■高い技術力をもつ製造業
鉄道・船舶などの輸送用機械や、鉄鋼、一般機械・エネルギー関連など日本を代表する大手企業
が数多く立地。また、幅広い分野のものづくり中小企業が集積していることも大きな特徴。
■ブランド力のある生活文化産業
多様な文化や原材料を受け入れ、国際色豊かで特色ある生活文化産業の集積地としても発展。ア
パレル、真珠、シューズ、清酒、洋菓子など衣食住遊分野のブランド力ある企業が存在。
■多くの外資系企業の拠点
世界に名だたる外資系企業が拠点を構え、国際都市としてのイメージの向上にも貢献。外資系企
業にとって神戸の魅力は、「コスト競争力」「良好な立地・交通アクセス」「高い生活・住環
境」「国際都市としての歴史とネットワーク」「先端産業の集積」「行政サポート」「多様な人
材」「インクルーシブな市民性」という多面的な環境。
■次世代産業の進展
ポートアイランドを中心に医療関連企業が集積する「神戸医療産業都市」をはじめバイオものづ
くり、水素エネルギー、航空・宇宙などの次世代産業も進展している。
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✓ 商工業の振興を通じた神戸経済の発展を目的に、
 1878年（明治11年）設立。

✓ 同年設立された東京と大阪の商工会議所に次ぐ、日本で3番目に古い商工会議所
✓ 現在の会員数は約12,000。
✓ ①政治・行政への政策提言・意見要望、②中小企業の経営支援、③地域振興・まちづくり、④販路開拓・

ビジネス創出、の４つのミッションに基づき事業活動を展開。会員企業のイノベーション創出やスタート
アップ支援、貿易の振興や経済交流の促進等にも取り組む。



地元企業の脱炭素・GXに関する課題
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➢ 当商工会議所が実施した調査（2022年・2023年）において、省エネ、温室効果ガス排出削減等に取

り組んでいる地元企業は約５割

➢ 温室効果ガス排出削減等への取組みを行う上での課題上位は「ノウハウ、知識・情報の不足」

「コストを価格転嫁できない」「取り組みを推進できる人材不足」。

地元企業の状況を踏まえ、当商工会議所は以下の方針で事業を展開
➀情報不足  → 脱炭素・GX関連テーマによるセミナーや事例発表
②人材不足  → 専門家紹介やビジネスマッチングを通じた課題解決支援
③コスト負担 → 国や地元自治体の補助金説明やツール等の紹介

コスト情報 人材 ﾉｳﾊｳ
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脱炭素･GX支援事業１．脱炭素・GXの動向や施策紹介

①国・兵庫県・神戸市等の支援策の活用促進

⚫ 施策説明会の開催
⚫ 施策情報の発信（機関紙、Webサイト、チラシ）
⚫ 補助金等の活用促進、申請書作成支援

②脱炭素の関連情報や取り組み事例の発信

⚫ 脱炭素支援セミナーの開催
⚫ 脱炭素経営の事例周知

③脱炭素関連事業者とのビジネスマッチング

⚫ 関連ソリューションの紹介
⚫ 関連企業とのビジネスマッチング
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脱炭素･GX支援事業２．CO2排出量の見える化支援

①スタートアップ等との協業による
CO2排出量測定・削減計画策定支援
⚫ 関連ソリューションの紹介
⚫ 関連企業とのビジネスマッチング

②クルマの排出量見える化／削減

⚫ 兵庫県・兵庫県警・
 あいおいニッセイ同和損害保険との連携事業

③紙パック回収実証事業

⚫ 全国牛乳容器環境協議会・
 日本サステイナブルレストラン協会との連携事業
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脱炭素･GX支援事業

サステナブル製品・サービスを提供する中小企業の
ブランディング戦略構築を通じた販路拡大支援事業

• 配慮したエシカル消費の市場が注目されているが、製品化の難し
さや、製造・流通過程でのコスト高、消費者への訴求のズレなど
様々な課題に直面。

• そこで社会トレンドや企業の成功事例から、商品設計・アピール
手法など本ビジネスで成果を挙げるためのポイントを学ぶととも
に、検討したブランディング戦略に基づくテスト販売を実施。

３．環境配慮型製品の商品化・販路拡大支援
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脱炭素･GX支援事業

サーキュラーエコノミー推進事業

経済成長と環境保護を両立させる新たな経済システムとして
サーキュラーエコノミーが注目を集めている。事例を通じて
その考え方を学び、新たなビジネスチャンスの創出、コスト
削減、企業イメージ向上に繋げる。

４．循環経済（ｻｰｷｭﾗｰ･ｴｺﾉﾐｰ）の実現に向けた取り組み

廃食油のSAF原料化支援事業

兵庫県、再生資源卸売業のSocial Bridge㈱と連携。使用済み
食用油の回収・再資源化を支援。事業所から回収した使用済
み食用油を航空燃料（SAF）へ繋げ、地域から脱炭素社会の
実現に貢献する。
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脱炭素･GX支援事業５．スタートアップとの連携や新たな技術活用

①新技術を紹介するミートアップイベントの開催

②スタートアップと地元企業のビジネスマッチング

脱炭素に貢献する新たな技術・サービスを提供する企
業・スタートアップの取り組みを紹介し、ビジネス連
携を促すイベント等の機会を提供。

地元企業にスタートアップを個別にマッチング。企業の脱炭素・GXに繋げる。

事例①エネルギーGX事業を展開するNOWALL㈱と食品メーカーをマッチング
→農園にソーラーシェアリングを活用、農家にも売電収入が入る仕組みを構築

事例②廃棄物の再資源化に取り組む㈱weadと飲料メーカーをマッチング
→食品を廃棄物を分解促進剤に応用

事例③バイオものづくりに取り組む企業と化粧品メーカー、化学品メーカー等とマッチング
→微生物が生成する有用物質の活用にむけて協業検討
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脱炭素･GX支援事業６．脱炭素先行地域の取り組み

共同提案者：神戸市・神戸商工会議所・(株)三井住友銀行・
ポートアイランド第2期企業自治協議会・神戸大学・
大阪ガス(株)・阪神国際港湾(株)

提案内容：
【テーマ】震災から30年、復興プロジェクト「神戸医療産業都市」

を脱炭素で「いのちを守るまち」へ進化
【対象エリア】ポートアイランド 医療産業都市・港湾エリア

①神戸市の脱炭素先行地域

②対象エリア企業の脱炭素促進事業

対象エリアに所在する企業の脱炭素を促進。
各社毎の電力データを見える化し、低減するための方策を検討する
などの取り組みを実施
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脱炭素･GX支援事業７．支援機関等の連携による面的支援の枠組構築

✓ 企業はそもそも経営課題が山積している（人手不足、原材料価格高騰、販路開拓、
人材育成、後継者問題、デジタル化、新規事業開発、資金繰り・・・）

✓ そうした中でも、脱炭素・GXも進めて行かないと将来的にサプライチェーンから取
り残される恐れがある・・・

✓ 特に脱炭素は、経済活動等によって地球環境に悪影響を及ぼす「外部不経済」と
なっていることから、事業者が当事者意識を持ちにくい。

✓ 地域経済を支える支援機関としては、地元企業が脱炭素しながらも「生産性」や
「雇用」を高めていって欲しい・・

問題意識
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脱炭素･GX支援事業７．支援機関等の連携による面的支援の枠組構築

一方で、支援機関を取り巻く環境も変わってきている

✓ 従来型（短期的）の支援メニュー
では、企業の経営課題は十分に解
決できない。

✓ 特に大手・中堅企業への支援は不
十分・・

✓ でも支援機関の人材リソースは変
わらない（と良うより、むしろ減
少していく・・）

✓ 支援機関も自前主義は限界にある

期待される「テーマ・分野」は拡大し、「難易度」も高まっている
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脱炭素･GX支援事業７．支援機関等の連携による面的支援の枠組構築

だから連携が必要！

支援機関もオープンイノベーション的発想でリソース不足を克服していくべき

「神戸カーボンニュートラル支援ネットワーク」

• 行政や支援機関が面的に連携を深めた枠組み。
• 担当者同士が顔の見える関係性を構築し、個々の強みや支援メニューを理解する。
• 企業ニーズに対応可能な先の紹介や支援事例・成功事例の共有、脱炭素の取り組みを推進するための

方策や課題等について検討する。

参画機関：18機関36名（参加機関名）
経済産業省近畿経済産業局／環境省近畿地方環境事務所／中小機構近畿本部／
信金中央金庫／日本政策金融公庫神戸支店／㈱三井住友銀行／㈱みなと銀行／東京海上日動火災保険㈱
兵庫県環境部／兵庫県産業労働部／(公財)ひょうご産業活性化センター／(公財)ひょうご環境創造協会
神戸市環境局／神戸市経済観光局／(公財)こうべ産業・就労支援財団／
㈱みのりアソシエイツ／(特非)ワット神戸／
神戸商工会議所
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脱炭素･GX支援事業７．支援機関等の連携による面的支援の枠組構築

①定期的な意見交換・ワークショップの開催
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脱炭素･GX支援事業７．支援機関等の連携による面的支援の枠組構築

②支援機関の役割見える化シートの作成・共有



15

脱炭素･GX支援事業７．支援機関等の連携による面的支援の枠組構築

③令和７年度 中小企業に対する支援機関等のＧＸ支援体制強化事業の参画
（研修プログラム（Cコース：ＧＸを切り口とした経営課題解決提案の実践力を高める））
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脱炭素･GX支援事業７．支援機関等の連携による面的支援の枠組構築

③令和７年度 中小企業に対する支援機関等のＧＸ支援体制強化事業の参画
（研修プログラム（Cコース：ＧＸを切り口とした経営課題解決提案の実践力を高める））
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脱炭素･GX支援事業７．支援機関等の連携による面的支援の枠組構築

④GX支援マップ作成、Webサイト公開
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脱炭素･GX支援事業７．支援機関等の連携による面的支援の枠組構築

⑤連携事業の開催、企業の課題に応じた支援メニューの紹介

⚫ 行政・支援機関による連携事業の開催や、個別企業のニーズに合わせた支援メニューの紹介、相談
企業の橋渡しなどを日常的に実施

⚫ こうべ産業・就労支援財団が取り組むSBT取得支援事業には10社が取り組む等の成果を創出
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